











































































































































































































































































































































































































年俸制の導入件数 比　率 成果配分制度の導入件数 比率
1980年以前 2 0．16 1 0．13
1980～86 5 0．39 14 1．89
1987 1 0．08 3 0．4
1988 2 0．16 6 0．81
1989 1 0．08 8 1．08
1990 5 039 17 2．29
1991 2 0．16 6 0．81
1992 7 0．55 18 2．43
1993 1 0．08 13 1．75
1994 7 0．55 18 2．43
1995 24 1．88 39 5．26
1996 25 1．95 29 3．91
1997 64 5 30 4．05
1998 183 14．3 62 8．37
1999 356 27．81 161 21．73
2000 350 2734 179 24．16
2001 218 17．03 111 14．98
2002 27 2．11 26 3．51

















財閥 所有主体 1995年1997年 1998年 1999年2000年 2001年 2002年
















内部所有比率 60．4 56．2 53．7 56．4 43．2 42．5 33．4
創業者 1．5 1．0 1．0 0．7 0．6 0．5 0．5
創業者の家族 13 2．6 1．9 1．3 1．2 1．6 1．5三　星 系列会社 46．5 43．1 41．7 40．5 42．7 40．5 40．3
内部所有比率 49．3 46．7 44．6 42．5 44．5 42．5 42．3
創業者 0．1 0．3 0．3 0．3 0．4 0．5 0．6
創業者の家族 5．6 5．1 5．0 3．4 4．2 4．0 4．9LG 系列会社 33．9 34．6 36．6 48．7 38．5 42．540．1
内部所有比率 39．7 40．1 41．9 52．4 43．1 47．0 45．6
創業者 10．9 8．4 6．0 4．2 3．1 2．1 2．5
創業者の家族 6．5 5．7 3．6 2．1 1．2 0．7 0．7SK
系列会社 33．8 30．6 48．8 60．5 52．856．4 53．6
内部所有比率 51．2 44．7 58．4 66．8 57．2 59．356．8
創業者 4．9 3．7 3．1 2．0 L5 3．3 5．1
30 創業者の家族 5．6 4．8 4．8 3．4 3 2．3 1．2
大財閥 系列会社 32．8 34．5 36．6 45．1 38．9 39．4 23．9
内部所有比率 43．3 43．0 44．5 50．5 43．4 45．0 30．3
注：所有主体の系列会社には，自社株所有を含んでいる。各比率は資本金に対する比率。
（出所）　高龍秀（2004），115ページを一部抜粋。
意味で系列会社による所有比率が高いことがわかる。しかし，内部所有比率全体で見てみると，以
前に比べて低下傾向を見せていることが窺え，財閥の閉鎖的な支配体系の変化が垣間見える。
V　おわりに
　本稿ではまず郭智雄氏に従って企業文化を，「その国の歴史，国民文化，社会，制度などの要因
によって形成され，各企業に共通的にみられ，企業の構成員に共有されている一連の信念・価値観
・規範，行動パターン」と定義した。
　次に，そのような定義から出発して，韓国の企業文化の特徴に関する諸説を検討した。その結
果，韓国の企業文化の特徴は，（1）階層制的企業組織，（2）個人的関係（血縁，地縁，学縁）に基づく
ネットワーク形成の重要性，（3）集団主義という三つの特徴にまとめられること，また，それらの特
徴の背景には，儒教思想や①大家族制にみる文化的背景，②長きにわたる軍事政権を経験したとい
う社会的風土，③短い財閥の歴史によるオーナーの所有問題があることを明らかにした。
　さらに，韓国の企業文化における上記の特徴は，アジア金融危機以降，一定の変化を見せてお
り，その背景には，アジア金融危機の衝撃とともに，韓国社会のより長期的な変化があることを指
摘した。これらの変化は，階層制的企業組織にかかわっては年功序列制的評価・処遇制度から業績
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主義的評価・処遇制度への変化，個人的関係の重要性にかかわっては同族支配の衰退が指摘できる。
　では，企業文化の変容は企業倫理問題とどのような関係があると考えられるだろうか。それは財
閥企業の透明性をいかにして向上させるかということにあると思われる。従来の財閥企業はピラミ
ッド型の組織であり，絶対的なオーナーの存在が大きかった。また，個人的な関係によるネットワ
ークが仕事の上でも役割を果たし，新規参入や新たな契約を締結することは困難であった。つま
り，企業経営に透明性は皆無に近い状況であり，一部の者による閉鎖的な経営スタイルが長期的に
慣行されてきたのであった。閉鎖的な経営スタイルが持続すれば，たとえ非倫理的な行動が行われ
ていたとしても，それを容認・隠蔽してしまう企業風土が生まれてしまう可能性が必然と高くなっ
てしまう。しかし，近年の企業文化の変化により，韓国財閥の企業文化は閉鎖的なものから，より
公開的なものへと移行してきている。そのことは韓国財閥の企業倫理問題が克服される方向に向か
いつつあることを示唆できるものである。
　そうだとすると，韓国の財閥企業が閉鎖的な経営スタイルを改め，経営の透明性向上の手段とし
ての企業倫理をさらに積極的に推進していくためには何が必要となるのであろうか。企業文化の視
点から筆者なりに考えてみると，財閥オーナーの企業倫理への積極的取り組みは勿論のこと，それ
以上に従業員一人ひとりの意識改革と自らの行動に責任をもつことが必要であると思われる。イ・
スソヨン氏（2000）も「韓国の企業文化を成立させるためには，組織の従業員の意識と価値観を
変える必要があり，新しいビジョンとして従業員たちを先導しなければならない19。」と述べてい
る。では何故，従業員個々人の意識改革なのか。それは階層制的な企業組織は崩れつつあり，財閥
オーナーやその家族を頂点とする組織体系は一層フラット化しているからである。従来どおりに上
からの命令にそのまま従う慣行ではなく，必要な時には自分の考えも交えることが可能になった。
たとえ，トップの者と意見が違ったとしても，何も言えずに黙認するという風潮はもはや存在しな
くなったのである。また，血縁，地縁，学縁による個人的関係に基づくネットワーク構築やコネク
ションの形成も無くなりつつあるため，縁故によるしがらみに引き寄せられる心配もない。そのた
め，今後はよりクリーンな取引慣行が求められるであろう。このように，企業倫理への取り組みは
財閥オーナーの果敢な姿勢と共に，従業員自身も積極的に意識していく必要があると思われる。
　韓国社会が現在，変化の最中にあるのと同様，韓国財閥の企業文化も一定の変化を見せ始めてい
る。この変化は企業倫理問題の解決に有効に働くであろうと推察されるが，しかしこれまで築きあ
げてきた伝統的な企業文化を大きく一転させることは容易なことではない。韓国財閥の企業文化が
今後，どのように変化していくのか，どのような方向に向かっていくのかを新たな研究課題として
捉えていきたい。
19イ・スソヨソ（2000），27ページ。
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